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Kitajima Express HOKUSHOU

【編集後記】厳しい暑さもようやく落ち着き、少しづつ秋の訪
れを感じます。電力不足かと言われた今夏も節電意識の高
まりと、省エネ家電・住宅の普及などの要因で、大きな電力
不足になることはありませんでした。私たちも皆さまに価値あ
る情報をお届けしようと編集しております。北翔を読んで頂
いている皆さまにも実りの秋となるようにと願っております。
（Ｓ．Ｓ）

おもしろ建築用語

SE構法の家

秋の浄景寺

いの一番
　「真っ先に」、「何はさておいても最初に」という意味合いで、現在でも耳にする言葉です。この言葉は木造の建物
を建てるときに、大工さんが板に書いた「板図」「手板」と呼ばれる設計図から出てきた言葉だと言われています。
　図のように、柱の配置を示すための縦と横に符号をつけた簡単な平面図です。縦方向に「い・ろ・は・・・」横方向に
は「一・二・三・・・」という“通り”という符号をつけます。大工さんは板図を基に墨付けという作業をし、土台・柱・梁などに
“きざみ”と呼ばれる加工のための寸法やそれぞれの配置が混同しないように、きざみ終えた部材に符号をつけます。
　建築現場では柱を建てるときに、「い」通りの「一」番通りの柱から建て出すので、「いの一番」が「真っ先に・最初
に」という意味合いにつながったとされています。実際は「いの一番」以外の柱から、建てはじめる場合も珍しくありま
せん。昭和の時代は大工さんたちが「板図」を見ながら、ノミやノコギリを巧みに使い、材木を加工していた光景が懐
かしく思われます。昨今は省力化のため、木材加工工場でプレカット加工と言われる部材加工がほとんどになりまし
た。板図が姿を消して久しくなりましたが、伝統の大工技術も受け継がれなくなるのではと危惧されます。遠くない将
来に「いの一番」も死語になるのでしょうか？

本社　〒215-0021　TEL.044-954-1111（代）
川崎市麻生区上麻生3丁目20番6号

www.k i t a - j ima . co . j p

私たちは
Kawasaki
Frontaleを
応援しています。 おもしろ建築用語

編集後記

エコロジーハウスの紹介

北島恒例
アフターフォロー

談 義
竣工後の SI 邸を訪ねて

ただいま施工中！
（仮称） リアンレーヴはるひ野新築工事
（仮称） 栗平学生会館新築工事

北島工務店にお任せください！
大規模改修工事の事例、用途変更の事例

リフォーム事例集 庭園編

目指せ！ＤＩＹ！　自分でできる簡単な営繕補修

社員の得意技・趣味

エコロジーな家づくり スマートハウスって？

省エネ住宅の進化系スマートハウス

現在注目されている省エネ・創エネ住宅設備の一例

　近年、エコへの関心は多方面で高まりを見せています。住宅業界で注目されている「エコ住宅」もそのひとつです。
　「エコ住宅」とは、「環境にも住人にも配慮したクリーンエネルギーや資材を利用した家」のことを言います。代表的な設備
としては高効率給湯器や太陽熱温水器、ソーラーシステムなどが挙げられます。最近ではＬＥＤ照明なども積極的に採用さ
れ、さらにはエコカーの普及に伴い、電気自動車の充電設備を兼ね備えた家など、エコ住宅は日々 進化し続けています。

　スマートハウスとは、家庭内で消費されるエネル
ギーをITを使って最適な状態に制御する住宅のこと
をいいます。省エネ・創エネ設備を備えた住宅がエコ
住宅であるのに対し、スマートハウスはさらに進化し
たエコ住宅といえます。
　その中核技術となるのが、住宅内のエネルギー機
器や家電などをネットワーク化し、エネルギー使用を
管理・最適化するＨＥＭＳ（ホームエネルギーマネジメ
ントシステム）。不在時の消灯や冷暖房を適切な温度
に設定するなど、無駄な消費電力を削減。エネル
ギーを効率よくコントロールし、省エネを実現していま
す。もうひとつが住宅用蓄電池です。太陽光発電や燃料電池などで発電した電力や料金の安い夜間電力を住宅用蓄
電池に蓄え、電力をより効率的に使用することができます。
　ＥＶ（電気自動車）やＰＨＶ（プラグインハイブリッド車）と住宅を接続して相互間で電力を受け渡したり、携帯端末やパ
ソコンを活用して生活情報を提供したり、健康管理を行ったりと、これからのスマートハウスはさまざまな方面での活躍が
期待されています。

各コンセント・各機器へ

太陽光発電システム

ガスメーター用※

水道メーター用※

※将来的な
　視認化

エネルギーモニター用
ユニット

エネルギー監視システム対応住宅分電盤

コントロールパネル

LAN配線
マルチメディアポート

◆太陽光発電
発電時にＣＯ２を発生しません。クリーンなエネルギーで低
炭素を実現します。

◆省エネ家電
ＬＥＤ照明やテレビ、エアコンなどの家電を、電力の供給状
況によって稼働時間を自動的に変更します。

◆電気自動車
プラグイン電気自動車用の充電コンセント。ガソリンを使用
せず、太陽光発電と同様、低炭素を実現します。

◆住宅用蓄電池
電力を蓄えるエネルギー貯蔵庫。使用せずに余った電力
はこの蓄電池に蓄えられ、夜間や発電が少ないときに使
用できます。


